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乳牛に対するサイレージ主体の全飼料配合給与試験  

地滝 孝器・大口＝「郎器・浜村欣二☆・鈴木省三＊  

（受理：56年5月30日）  

The E打ect of Feeding Complete Rations Based on Silage  

on the Milk Pr（）duction of Dairy Cows  

TakashiIKETARl＊，SaburoOTA＊，KinjiHAMAMURA＊  

and Shozo SuzlⅨⅠ＊  

摘  要  

乳牛に対するサイレージ上体の仝飼料配合給与法の効果を検討するため，ホ′レスタイソ樫乳牛23  

韻（試験1）およぴ17頭（試験2）を各1群とし，1捌加日間の3期反転飼葉試験で飼料別給与  

法と比較した〔全館粁配合は，試験1でへイレージ・細切乾草▼濃厚飼料を乾物比3＝1：1，試験  

2でとうもろこtサイレージ・へイレージ・細切乾草・濃厚飼料を乾物比 2：1：lこ1の割合で混  

合し，自由採食きせた。飼料別給与期にほ，凛周儀料を制限給与し，他の飼料ほそれぞれ別の飼槽  

で自Il卜採食としたu   

両試験とも，平均乾物摂取最（凡S．），産乳量（P＜0．01）は飼料別給与期の方がやや多く，供試  

牛を産乳量の多少により4段階に分けて比較したところ，いずれも飼料別給与期の方が平均麿乳量  

が多かった。全飼料配合給与法によって，低品質あるいほ低嗜好性の飼料も計画l伽こ給与できる  

が，粗飼料主体の飼養では，採食量・生産景は好む飼料を選択採食できる飼料別給ぎ・法に及ばない  

ものと推察された。乳胎動増俸呈および推定飼料郊率ほ処理間にほとんど尾がなかったら   

乳牛匿対する、生餌料配合（Fmplete ratioll〕給与法  

についてミも 諸外国において既に多数の研究報告があ  
り，多頭教ゎ群鰍こは給飼労働面から．また栄養生理而  

からも効果的な方法とされl），一部に：・エ普遍的な技術と  

して定着している緑㌔ Lかし，粗飼料を主体とする全  

飼料配合についてトままだ研究が不十分であり，またわが  

国ヤほこれに関する併究報告がみられないので．わが国  

の主粗飼料であるサイレージを主体とした飼料構成の下  
でこの給与方式の劫照を知るため，全豹料配合給与と従  

来の飼料封11約与法の比陛試験を行なっ．た。  

材料 と方法  

供武乳牛  帯広審魔人学附属農執こ飼養する泌乳中  
期以降のホノンスタイン穫乳牛23頭（試験1）およぴ17  

詭〔試験2）を供試した。試艶聞姶時の産次別平均月齢  

および体重はTablelの、通りである。   

収容場所  供式竿を日常倒産しているフリーズトー  
ル牛命およびバーソヤードの一部を鉄柵で仕釘り，木恕  

飼槽1帰70e血，長さ360cm，深さ65cm）8掴を軒ド  

に並べ，パーンヤード内をこ凍綾防止給水器を設備した。  

プリーストールの教科に毒まノコタズな使用した。  

☆ 帯広畜産大単附寓農扇  
☆ tJniversityア＆ー血，Obihir（〉 UniYerSity of Agri仁山ture and Vete∫illary Me茹cine，Obibi∫由．Hollbid（）．   

Japa11．  

・－ 4ご1－   
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T8blel．AYer喝e鴫einmonthamd body  

Weigkt of tlie cows usedim E文一  
periment51aIld2（M士SD） 

軸・慧畿ごf慧霊禁警三選鋸yweight                    （kg）  

九約2kgの濃厚飼料を制限給与し 他ほ飼料ごとに別  

勒師部こ入れて，自由に選択・採食させた〕な乳 南武  

験とも国華塩を常備Lた「各飼料の分新結果ほTaもIe2  

に示Lた。   

日常管理および漸」定項日 試鞠榊よ全頭1帯とし，  

フリースト【ル牛舎とパーyヤード間の納入∩は開放さ  

れ採食一飯水は常時自由であっ．た。籍厨ほ朝夕2回  

で．残念は初の給飼前に秤量，除去したじ いⅡ期各2  

日間，5時から24時まで（試験1）および6砕から24  

暗まで（試狼2）10分間隋で各飼料の採食頭数を記録  

し，そのうち8頭については個体別の採貴行動を観察L  

た。   

終乳ほ路時30放と16時部分の2帆 隣接するLFtl転  

式搾乳箋で行ない，毎回乳量を記軌．各期2日間乳脂率  

を測定Lた。体重は試験開始時と各期終了時に杵巷し  

た。  

結果 と考索   

1．採食量  飼料ごとの1垂頁1日平均乾物摂取賢を  

Table3に示Lた。合計摂取量も・まCR期より SR期の  

カが，試験1で平均0・6kg，試験2で平均1．2kg多か  

ったJ自由採食で温厚飼料の給与割合を変えると痘物摂  

取患iこ影響を与え2！4‾○），濃厚飼料抜取最がほぼ同じ場合  

はCR粁汚億と SR給与世で乾物摂取量ほ変らないT〉  

とされている。しかし，本試験のよう風偲蘭料主体の自  

由給与でCR とSRを比較した報告はみられない．て   

T且ble3に示すように，SR親の粗飼料採食量はサイ  

レージにいちじるしく偏り．乾草からの筒物摂取量は  

試験lでわずかに1kg，とうもろこしサイレージを与え  

た試験2では，ほとんど食べていない。したがって使用  

1  1n   33±4  57q土56  

2  り   53±8  663±67  

1   3  2   55±1 6鰯土11  

4十  9   94士18  702土52  

Total  ：≧3   61土31 638士80  

1  6   3D士2  5き娼士35  

2  2   46士1 6蟄士6   

2   3  3   57土7  鮎8±43  

4＋  6   83±17  676±57  

Tota1  17   55±25 （S34士56  

試験期間  予備10日，測宥1（＝ヨの卸日間を1郡  

とする3期鮒日間の反転宗険で，就験1は1979、年10  

月14乱読艶2は19紺年1月17日に開始した。いず  

れも．Ⅰ・Ⅲ期に全飼料配合（以F CRと略）給与，  

Ⅱ親王こ飯格別（以下SRと略）給与を行なった。   

別科 試験1の CR 劾転はイネ科牧草主体のへイ  

レージ，オーチャードダラス主体の締切乾草および濃厚  

飼料（市販乳牛用配合飼軋Cf，16％）を給飼直前に乾  

物比3：1：1に混合し．自由採食き避た。SR細にほ，  

濃厚飼料を搾乳室内で朝約2．5kg，夕2kgを御板絵与  

し．粗銅椰まそれぞれ別砂飼槽に入れ自由紅選択・採潰  

させ■こ、   

読鋏2のCR期にはとうもろこしサイレージと試験1  

同様のへイレージー乾草・漠序詞料を乾物比2：1二1：1  

転盤崩．肖由採食草せ，SR期｝こほ．搾乳時朝夕それぞ  

T軋もIe2．Chemicalcomposition pfthe feed＄uSed（％∴M土SD）  

Dry】n且tter b乱Sis  

C．Fat  N．F．E．  C．丘br  Ash  
Exp．   Feed DTy【natter  

C．proもein  

3．3±仇2   44．5士1．3  29．1士1．7  1（）＿4±n．7  Hayl哨e  63．0±2，q  12，8士0．1  

87．5±1，0  10．9±1．5  3．0士0．4   43．ユ土1．3  32．9土0．5   9．7±0．5  Hay  

Corn   
墓ilage  

2軋8±0．8  8．3土0．5  3∴0土0．1  61．1±1，5  22．2土0．g   5．4±0．3  

2．7士0．3   41．4±2．1  31．9土5．4  10，5土1．6  62．7士9．0   13．5土l．7  2  nay18g亡  

5．0土0．1  40．2土0．8  33．1士0▲8  10．1±軋9  

3．9  （54．7  5．2  6．7   

Hay  88．風土軋6   13，6土0．6  

（二心n亡亡n∧  

tr8te  
1，2  
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Toね1   

1敗9土0．4  

19．0土軋5  

17．9±0．4   

18．4  

17．0±n．5  

18．5士0．7  

17．6士0．5  

Exp． Pモーiわd CoTnSilage Hayla卯  馳y C8nCemtr雨e  

11．1土0．3   4．0土0．1  3．9±0，1  

13．9±n＿6  1．0土0．4   4．1  

1〔），5±0．2   3，7士0，1  3．7士0．1   

1わ．8  3＿8  3．8  

3．1土0．1  ：弓．5±0．1  3．4士0．1  

8．5土1J6   Q．1±0．1  3．4  

3．1土0．1  3こ7士0．1  36士0．1  

1（CR〉邑  

ⅠⅠくSR）l■  

丁IT（CR）  

些  

Ⅰ（CR）  6．9士0．2  

1f（SR）   6．5士1．8  

ⅠⅠⅠ（二CR〉  7．2土乱2   

島：C（lmp尭te ration  

も：SCp孔顆te ratio11  

3．6  3．5  17．3   7．0  

日変動が人きかったことから．サイレーン■ミて，質の故妙な  

日々の糊興がこの際困であると推察された。   

2．廃食行動 採食行動観察結果を観媒時間内の各  

飼料採食時間としてTable4に示した。前試験の総菜卓）  

と同様，試験1・2とも CRの採食時間がSR よりも  

25～51％長くなった 肝く払Dl）．試験1に比べ試験2  

書こおいて，CR期と SR期の採食時間の如ミ小さかっ  

たのほ，へイレージより採食速度の遅かったとうもろこ  

Lサイレージを加えたためであろう。また，i期のCR  

採食最は，試験1の乎華仁ほ．9kgに対し，試験2でほ  

17kgで約10％少ないの†こ，凍食時間ほほは同じ（栖体  

別観桜）か碍瞼2の朗ミ多かった（′グルしプ観射のも，  

とうもろこLサイレージを加えたためと考えられる。   

観察時間中の採食バターンはがig．1のように，CR期  

Lた乾草の憤好性はへイレ－ジやとうもろこし■トイレー  

ジに比べて非常に劣るものと考えられるひ これに対L  

て，CR斯こは乾草を3．5～4kg（乾物）採食L．全飼  

料配合給与によって噂好件の劣る飼料も牢易かつ計画的  
に利㈹できることが示された。   

合計乾物摂取量がCR期よりSR期に多いのほ，こ  

のように嗜好性の低い竜挙がCIlに融合されていたため  

iこ採食量が抑えられたのと，より嗜好性の高いへイレー  

ジを自由給り■一されたSR期に食欲が増したことに原因が  

あると考えられる令嬢食塵の日夏動（車台計量でみると  

CR期もSR朋も変らないが，飼料別にみると，SR期  

の粗飼料では明らかに大きかった。前報8）ヤは，個体別  

に亘甘定Lて．SR期の各科飼料採食量にかなりの日変動  

を認めたが，今回の試験では群の採食量においでもなお  

T8ble4．Time foTeatingdufing tbeobservatiり皿time乱（min／∽W，加t士SI））  

Exp．2   

p  

Exp．1  

Gfotユpb lndividualc  

lや1  230二二40  

34  27士23  

1三三  12  

237  269土51  

35と主  3汽5±38  

Exp．1ant＝ゴ0り一一24．揃‖1rilュExp．2  

Ration  F（ゝe（l  

Uorn sil昭e  

恥ylage   

SR止  日払y  

（ユ〕nCent柑te  

Total  

CRe  T9tal   

a：5．〔拇－24．（Mhr行  

Gruup 

163士20  

13（）±32   

3± 7  

11）  

306＝［32   

：娼3土3t）  

6
 
【
h
U
 
6
 
0
 
 

6
 
ワ
】
 
 
 
 
1
ユ
 
 

b：Calculated from numher of cows飽tinginしhe group  
c：eight川WSintlle grDtlp Were（）bscrvedindividua11y  
d：SepaT8tt｝ration  
e：C（）mplete一之1tion  

45－   



204  池滝 挙ら  

」
■
∵
、
∵
∴
＝
■
∴
∵
ご
⊥
「
∵
 
」
．
こ
・
こ
こ
．
 
 

Fig・1・臨ti噂匹｛termofcoⅥ・邑fedcompletenrs印材ater奴tipn  

にあらわれる11時とl射き節操の採食ビータがSR期に  

ほ低いか，全くみられない1如こ処理間の遠いがあった。  

こ九は前試験やも指摘されたように8〉，砺トタの準厚飼  

料給引こよる食欲抑制が原因と考えられる。   
3・乳生産 I期の1日平均乳量によって，10kg  
未満，1D～12▲9kg，13～略9kg，17kg以上のdグル  

ープに分帆風凱平均日乳量を示すと Table5のよう  

になるら平如拙各グループともCR細（！守りの  

方がSR朋（Ⅱ）よりも低く，試験lの10～1鼠削硝グ  

ループ（P＜0・05）および試験2の13～16．gkgグルー  

プ（P＜q・01）ほ処理問に右■意差があり，群生体ではCR  

期のガが畝験1で4・2％．試鹸2で5．0兇低い乳量とな  

った（P＜0・01）〕乳脂率についてほ処理間の妄勤まほと  

Table5・A柑agemilkpTぬ1¢t血ine象Chperiod（k釘cow・day，M±SD）  

Productionlevel  
Exp peri即1  Allcow5   

17  

Ll  二二J   

20．8±3▲4  13．0±4．n  

弧5士2．1   12．り士4．3  

1鼠5土l．5  1（〕＿0±4．ら   

19．7士2．4  11．5士4．1‡ト★  

3  17   

19．1士0．7  i4．¢士3．1  

1臥4士2．1   14．2±3．5  

15．7士3．1   12．5±3．4   

17．4土1．9  13．5土3．1遷幸   

⊥9，9  1（ト12＿9   

（No．of ct）W8）  5  9  

13－16．9  

li 

Ⅰ（CR）8  9．4士0．5  

Il（5R）b  8．2土1．2  

IlI（CR〉  5．9士1．6  

！   

7．7土1．0  

くNo．of c8WS）  2   

I（CR）  9．2土0．1  

Il（SR）  7．9±0．7  

1ⅠⅠ（CR）  6，2±2．n  

11，1土0．9  15．1士l．4  

10．0土1．3  1孔0士2．5  

8．0土1．4  12．1土2．9   

9．5±1－1憬   上3．6±1．9  

3  9   

11．8±仇4  15．2士0．S  

ll，3±仇6  15．2±1．4  

10．2士0、9  13，5土1．7   

11．0土ひ．5  14．4±1．2償≠  
1土叫  

7．7士1．0  

且：即）mplete rとしtion  

b：畠epar如ぢr8tiDn  
キ，抽，Signi伝cantly〔！iffereTltfromI）eriodll（SIミ〉  

一46  
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T孔ble6・Average milkfat percentage．董如  
production and gainin bりdy  
Weighしjn eacllPeriod（ⅣⅠ±ST））   

Exp・Perio（1 Fat％ Fatkg／day Gaink只  

f （CR）牲 3，7三i上仇14 軋j8±0．ユ4 13十ユ3   

ⅠⅠ（SR）tj 3．88±0．媚i）．46±0．ほ 14」＝14  

1Ⅲ（CR）4．ひ7±8＿64 日．40二と0．17 ユ6上川  

59：695－707．   

3〕tJK，Ministry oIA即1Cult11re，Fisheries＆Food   

（1q7月）＝S郎血涙 year TePOrt On COmplete diet  

feedingofdairycows．Investigationcarriedout  

during19777g，UK．Mhistry of Agriculture．  

Fishe′Ties＆Food，L（〉nd叩．ト52．   

4）RONI（エNG，ⅣⅠ．and R．C．LABEN（1966）：Rピー  

sponse oflactatimg coⅥ・s to fTee－Choi⊂ヒfeeding  

of milled diets containi哨 frnmlU tolOO％  

coれCentra士es．j．Dai丹Sci・，49：1（〕鮒1085，   

5）COWAN．E．D．．J．OLlVEIミand R．C．ELl．IOTT   

（1970）こComplete die【s foT d”ry用WS．1．The  

he乳Ith，repTOd11じti、・e perfoTmanee，VOン1uローary  

fuod illtake and miik yield ol cows fed with 

dids ufdi鮎rellt TOughage c｛】ntent thTOugl－Out   

lactation，Rhod．J．Agric．Res．，8：15㌶・   

6）COPP（）CR，C．EりC．H．NOLLERandS．A．WoLFE   

（1974）：E鮎ct of fnrage－COnCentrate ratinin  

complete feedsfed札止libitumomenergyiユーt8ke   

in relationtqr叫uirements by血iry cows，J一  

口且iry Sじi．，57：13711379・  

7）VILLAVICENCIO，E．、L．L．RUSOFF．R．E・GI・  

ROUARD且nd W．H．WATER5（1g甜）：Compari－   

somo董cnmpletefeedrationstoa conventio爪al  

ration forlactating cows，J＿Dairy Sci・．5l：  

16331638．  

郎鈴木省三・太田三郎・池滝 孝（1981）＝全閉料配合   

粁享時の乳牛の採録行軌帝大扉執1か195－199・  

9）農林省農林水藤枝術会談事務局編（1975）‥日本標準  

飼料成分爵，中央畜産仝，東京．  

紬mmary  

Two change over design experiTnemtSin three  

20－dayperjdざOn【－VOgrP岬SOf23and17恥Istein  

laぐtating c（｝Wさ（Experimemtsl且nd2，reSpCCtively）  

Ⅵ▼ere eOr〉ducr仁di刀ロrde∫ tOin＼FモStigatモ tlle e維ect  

ofIeedin只且川mplete Tationl〕a畠ed nn sllage on  

tl－ぐirfヒe（1intakeandmilkprod11Ction・Thecnmplete  

Tat拍IIWaS CQmpOSed qr 3 parts】－aylage，1part  

ぐtlOp】－ed grass hay andlpart川nCentrat仁（Exp．1）；  

and3parLs corn sil昭e，1partt旭ylage．1part hay  

al－dlpartじOr－Centrate（Exp，2）indryform．Duling  

the controlperiods，t・OnCentrate WaS re＄tricted tcl   

l－‖1  
3．91±u，47 0．44±0．15  

3．79±0．3モ～ 0．55±11．12 】l士17  

3．82±廿36 り．54±0．12   3十18  

3．85±0．41軋48±n．14 －1±16   

ニう，∂3士0．38 0．52士P．13  

T
 
l
l
」
リ
】
 
 

リ
）
 
 

且：COmplcte ration   
l－：6ep且Tate rati血   

んどなく．乳脂性産量はCR捌のガがやや低い傾向をホ  

Lた（1「abl亡6）「   

擦準的消化率ヤ塩川いて雨期り1頭1日当り推定養分  

摂取遠を算山，比敬すると．議駄1ではDCPがCR期  

1・57：S上i期1・樋kg，TDNll．6：12．3kg，試験2で  

ほDCPl．37＝1．47kg，〆r工）Nll．4：12．3kg となる1  

この他からTl〕Nlkg当りの塵乳量ほ試験1で0．99こ  

0．98k只．試験2でほ1．1S：l．15kgと．汁骨きれ生廣  

効率はほぼ等lかったu   

これらの点を合わせ考えると．翫加科を主体とし濃厚  

朗別の便川な制限する飼養においては，全飼料配合給与  

法は飼料を計由裾こ給■ナでぎるなどの利点艮持つもク〕  
の，嗜好件の劣る飼料を加えると，採食最・生産嵐の面  

では，机朗料な白山に選択・採録させる給与法に牧ばな  

1v、ものと雛索される。また，水実験の範開ではR乱造の  

高低にかかわらず．この推腐があてほまると克てよさそ  

うである。   

掛肝究は昭和か・55年度文錦ゴ省桝学研兜浄（撰題番  

り・48㈲6n）の補助を受けて行なったも（乃であるユ  

文  献   

りR♪XE5．A・H・（19軌ごC心n】Plefer古書jonsfur血jry   

r山tle‥†，Dairy Sぐi．．52：釘（ト875．  

ゴJHE】マNAN工岨Z・しrRJ沙NE′r」ち，A．，じ．E．CりPP（虹K，  

k．E．h4（：DowEI⊥，D．GIANoLAandN．E．SMITH   

（197t，）：Cllangesin forage－COnぐentrale ratio of   

c‘－mpletefeeds fo‡（laiTさr COWS．J．Dairy Sci．，  
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4・5kg（Exp・1）and4kg（Exp．孔／androughage間S  

fedillfree【丸Dic巳．   

Cowsfed＄eParate ratiom consumed 3r7％ morむ  

drym丘tte‡荘l適p工Odl】C七d4－5％moremilk（P＜0．01）  

tha坪山¢5寧fed complete ration．Similar trendin  

milkproductionwassbowninl）OtllgrOllpSOftligh  

andlow prQductiomle代1．In r8g8rds b high  

rou如age feediェIg，i【w揖COnCluded tllati胱d of  

pl）Orqpality or pal由もility血gbt be fedintemtion・  

a11y by】mixingitintothecompleter且tion．』utthe  

fたS111tとng feedintake払nd mi1k production Df cows  

On the complete ration colltainimg poor q11ality  

roughage wo111d bel（）Wef tb8れCOWSQn血合ration  

fed sep8ratelyin free亡hoice＿ Ther8Were nO  

Signi免じantdi仔e∫eIICeSinmilk如percentage，body  

weight gain or estimated 那OSS 沌ci孤Cy Oflac－  

tatioll．  

虎紺‥尿扉ム（池摘ふり［血流．，上之（ヱββヱ）∴凱わ㌧説鳩．  

一亜卜一   


